
（山梨県）

地
域
の
魅
力
と
優
れ
た
交
通
環
境
で
図
る

産
業
振
興
・
企
業
誘
致

　

甲
府
盆
地
の
西
部
に
位
置
す
る
南
ア
ル
プ
ス
市

は
、
平
成
15（
２
０
０
３
）年
４
月
１
日
、
旧
中な
か
こ
ま

巨
摩

郡
八は
っ
た田

村
・
白し

ら
ね根

町
・
芦あ

し
や
す安

村
・
若わ

か
く
さ草

町
・
櫛く

し
が
た形

町
・

甲こ
う
さ
い西
町
の
４
町
２
村
の
合
併
に
よ
り
、
新
市
・
南
ア

ル
プ
ス
市
と
し
て
の
歩
み
を
開
始
し
た
。

　

来
年
度（
令
和
５
／
２
０
２
３
年
度
）の
始
ま
り
と

と
も
に
、
市
制
施
行
20
周
年
の
節
目
の
年
度
を
迎
え

る
南
ア
ル
プ
ス
市
。
発
足
し
た
平
成
15
年
４
月
１
日

は
、
全
国
で
計
11
の
新
・
市
町
が
同
時
に
誕
生
し
た

日
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
今
日
で
は
、
平
成
11

（
１
９
９
９
）
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
た
「
平
成
の
大
合

併
」
が
い
よ
い
よ
本
格
化
し
た
日
の
一
つ
、
と
も
記

憶
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
カ
タ
カ
ナ
交
じ
り
の
市
名
は
、
昭
和
31

（
１
９
５
６
）
年
７
月
１
日
に
誕
生
し
、
昭
和
47

（
１
９
７
２
）
年
５
月
15
日
の
沖
縄
返
還
で
本
土
復

帰
し
た
旧
コ
ザ
市
（
昭
和
49
／
１
９
７
４
年
に
旧
美

里
村
と
の
合
併
で
現
・
沖
縄
市
に
改
称
）
の
事
例
を

加
え
れ
ば
２
例
目
。
南
ア
ル
プ
ス
市
が
誕
生
し
た
段

階
で
は
、
全
国
唯
一
の
事
例
と
し
て
注
目
を
集
め
た

こ
と
も
、
記
憶
に
新
し
い
。

　

公
募
で
決
定
さ
れ
た
市
名
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、

南
ア
ル
プ
ス
市
の
市
域
西
部
に
は
、
富
士
山
に
次

ぐ
日
本
第
２
位
の
高
峰
と
し
て
知
ら
れ
る
北
岳

（
３
１
９
３
ｍ
）
な
ど
、
計
14
座
（
主
峰
は
９
座
）
の

３
０
０
０
ｍ
級
の
峰
々
を
擁
す
る
南
ア
ル
プ
ス
（
長

野
県
・
山
梨
県
・
静
岡
県
）が
縦
断
し
て
い
る
。

　

南
ア
ル
プ
ス
は
全
体
的
に
山
懐
が
深
く
て
、
森
林

限
界
が
高
い
。
ま
た
、
高
峰
が
多
い
割
に
夏
の
雪
渓

が
少
な
い
な
ど
、
国
内
の
高
所
山
岳
地
帯
で
も
か
な

り
特
徴
的
な
自
然
環
境
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

た
め
、
貴
重
な
高
山
植
物
（
北
岳
山
頂
付
近
だ
け
に

見
ら
れ
る
固
有
種
キ
タ
ダ
ケ
ソ
ウ
）
や
ラ
イ
チ
ョ
ウ

（
特
別
天
然
記
念
物
）の
生
息
な
ど
、
生
物
相
が
多
様

か
つ
個
性
的
だ
。

　

こ
の
よ
う
に
、
日
本
を
代
表
す
る
山
岳
地
帯
・
南

ア
ル
プ
ス
が
市
域

西
部
に
鎮
座
す
る

南
ア
ル
プ
ス
市
だ
が
、
中
心

部
か
ら
東
側
一
帯
の
大
部
分
は
、
富

士
川
水
系
の
一
級
河
川
・
御み
だ
い
が
わ

勅
使
川
が

形
成
し
た
国
内
最
大
級
の
扇
状
地
（
御
勅
使

川
扇
状
地
）
に
占
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
サ
ク

ラ
ン
ボ
・
モ
モ
・
ス
モ
モ
・
ブ
ド
ウ
な
ど
の
果
樹

園
や
、
水
田
な
ど
か
ら
な
る
田
園
地
帯
が
、
ゆ
と

り
あ
る
市
街
地
と
共
に
展
開
し
、
穏
や
か
な
盆
地

風
景
が
広
が
っ
て
い
る
。

市 政 ル ポ 南
みなみ

アルプス市

金
かねまる

丸一
かずもと

元
南アルプス市長

市
内
全
域
が
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
認
定
の
桃
源
郷
!!

企
業
誘
致
と
市
民
協
働
の
発
信
で
創
る
活
力
あ
る
ま
ち
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南
ア
ル
プ
ス
市
内
全
域
が
、
南
ア
ル

プ
ス
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク（
南
ア
ル
プ

ス
山
麓
に
接
し
て
い
る
山
梨
県
・
長
野

県
・
静
岡
県
の
10
市
町
村
が
共
同
で
登

録
／
以
下
、
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
）に

認
定
さ
れ
て
い
る
の
も
、
ま
さ
に「
む
べ

な
る
か
な
」と
言
う
べ
き
だ
ろ
う
。

　

こ
う
し
た
天
然
の
自
然
環
境
お
よ
び

地
域
の
人
々
が
何
世
代
に
も
わ
た
っ
て

丹
精
を
込
め
て
形
成
し
、
今
に
受
け
継
が
れ
て
い
る

里
山
の
緑
豊
か
な
環
境
（
果
樹
園
だ
け
で
な
く
、
地

域
の
高
齢
者
を
中
心
に
、
関
係
人
口
な
ど
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
参
加
し
、
維
持
・
保
全
し
て
い
る
中
野
地
区

の
棚
田
な
ど
も
含
む
）
の
中
に
市
街
地
が
共
生
す
る

市
民
生
活
の
場
は
、
さ
な
が
ら「
桃
源
郷
」の
よ
う
な

趣
と
も
さ
れ
、
移
住
者
や
観
光
で
訪
れ
る
国
内
外
の

人
々
の
人
気
を
集
め
る
要
因
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。

　

鉄
道
路
線
や
駅
が
市
内
に
立
地
し
て
い
な
い
半

面
、
周
辺
各
方
面
と
結
ぶ
陸

路
の
高
速
交
通
網
が
、
そ
れ

を
補
っ
て
余
り
あ
る
ほ
ど
に

充
実
し
て
い
る
こ
と
も
、
南

ア
ル
プ
ス
市
の
大
き
な
特
徴

の
一
つ
だ
。
例
え
ば
、
首
都

高
速
４
号
新
宿
線
の
新
宿

出
入
り
口
か
ら
中
央
自
動

車
道
経
由
で
南
ア
ル
プ
ス

Ｉ
Ｃ（
中
部
横
断
自
動
車
道
）

ま
で
は
約
95
分
だ
。
長
野
自

動
車
道
や
中
部
横
断
自
動

車
道
を
使
っ
た
場
合
、
長
野

市
か
ら
南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
ま

で
は
約
１
２
０
分
、
静
岡
市

か
ら
は
約
75
分
で
着
く
。
さ

ら
に
、
新
宿
駅
か
ら
直
通
の

特
急
あ
ず
さ
が
停
車
す
る

県
都
・
甲
府
市
の
表
玄
関
で

あ
る
甲
府
駅
と
は
、
乗
用

車
で
約
30
分
（
路
線
バ
ス
で

約
40
分
）の
至
近
距
離
で
結
ば
れ
て
い
る
。

　

南
ア
ル
プ
ス
市
の
自
然
環
境
や
住
環
境
、
交
通
環

境
な
ど
の
優
れ
た
都
市
的
資
質
は
、
観
光
・
交
流
客

や
移
住
・
定
住
希
望
者
だ
け
で
な
く
、
地
方
進
出
を

考
え
る
企
業
の
間
で
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　

例
え
ば
令
和
元
（
２
０
１
９
）
年
６
月
７
日
に
は
、

南
ア
ル
プ
ス
市
と
山
梨
県
、
化
粧
品
製
造
大
手
の
株

式
会
社
コ
ー
セ
ー
と
の
三
者
間
で
《
立
地
協
定
》
が
、

ま
た
南
ア
ル
プ
ス
市
と
コ
ー
セ
ー
、
山
梨
県
中
央
森

林
組
合
お
よ
び
や
ま
な
し
森
づ
く
り
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

と
の
間
で
は
、《
森
林
整
備
協
定
》が
締
結
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
協
定
は
、
コ
ー
セ
ー
が
南
ア
ル
プ
ス

市
に
、
同
社
に
と
っ
て
国
内
で
は
昭
和
54（
１
９
７
９
）

年
の
群
馬
工
場
設
置
以
来
の
新
生
産
拠
点
と
な
る

《
仮
称
・
南
ア
ル
プ
ス
工
場
》を
建
設
す
る
こ
と
と
併

せ
て
、
周
辺
地
域
と
の
連
携
に
よ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の

積
極
的
な
取
り
組
み
の
実
践
を
目
的
に
結
ば
れ
た
も

の
だ
。
コ
ー
セ
ー
・
南
ア
ル
プ
ス
工
場
の
敷
地
は

南アルプス最高峰・北岳の山頂付近だけに見
られる固有種キタダケソウ

暴れ川・御勅使川の治水の要、日本に3件しかない国史跡指定・河川堤防
の一つ「御勅使川旧堤防（将棋頭・石積出／しょうぎがしら・いしつみだし）」

四季折々さまざまな顔を持つ南アルプスはユネスコエコパークとしての南アルプス市の象徴（厳冬の北岳）

特別天然記念物・ライチョウが生息するの
は南アルプスをはじめ国内では5カ所だけ

南アルプス市

甲府市
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11‌

ha
強
に
も
及
ぶ
広
大
な
も
の
だ
。
こ
れ
だ
け
大
規

模
な
製
造
工
場
が
、
南
ア
ル
プ
ス
市
に
進
出
す
る
の

も
、
約
20
年
ぶ
り
の
こ
と
だ
と
い
う
。

　
「
コ
ー
セ
ー
・
南
ア
ル
プ
ス
工
場
は
当
初
、
令
和

３
（
２
０
２
１
）
年
の
稼
働
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
影
響
な
ど

で
、
来
日
外
国
人
が
激
減
し
た
こ
と
な
ど
も
あ
り
、

外
国
人
観
光
客
に
人
気
の
化
粧
品
需
要
を
見
込
ん
で

当
初
計
画
さ
れ
た
工
場
の
着
工
は
、
大
幅
に
遅
れ
ま

し
た
。
そ
れ
で
も
コ
ー
セ
ー
・
南
ア
ル
プ
ス
工
場
は
、

早
け
れ
ば
令
和
６（
２
０
２
４
）年
度
中
に
は
竣し
ゅ
ん
こ
う工・

稼
働
す
る
こ
と
が
、
三
者
間
で
は
改
め
て
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
今
年
５
月
19
日
に
は
、
コ
ー
セ
ー
の
主
要
グ

ル
ー
プ
会
社
で
あ
る
コ
ー
セ
ー
コ
ス
メ
ポ
ー
ト
株
式

会
社
と
南
ア
ル
プ
ス
市
と
の
間
で
、
包
括
的
な
自
然

環
境
保
全
に
向
け
た
取
り
組
み
を
さ
ら
に
推
進
す
る

た
め
、《
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
×
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｆ

Ｕ
Ｌ 

Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ 

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
》
パ
ー
ト

ナ
ー
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
工
場
の
建
設
は
致
し

方
な
い
事
情
で
大
幅
に
遅
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

コ
ー
セ
ー
グ
ル
ー
プ
と
の
絆
は
、
さ
ら
に
強
く
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
私
た
ち
は
全
く
心
配
し
て
お
り

ま
せ
ん
」

　

そ
う
語
る
の
は
、
金
丸
一
元
南
ア
ル
プ
ス
市
長

だ
。
金
丸
市
長
は
靴
販
売
業
な
ど
民
間
企
業
の
経
営

を
経
て
、
平
成
16（
２
０
０
４
）年
の
市
議
選
で
初
当

選
し
た
。
そ
し
て
市
議
会
議
員
を
３
期
の
半
ば
（
２

期
＋
２
年
）
ま
で
務
め
た
後
、
平
成
27
（
２
０
１
５
）

年
４
月
の
市
長
選
に
出
馬
し
、
初
当
選
。
今
年
で
２

期
８
年
目
を
迎
え
て
い
る
。

次
々
立
ち
上
が
る
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
よ
る
活
性
化
へ
の
期
待

　

南
ア
ル
プ
ス
市
へ
の
企
業
進
出
の
大
型
案
件
は
さ

ら
に
続
く
。
追
い
風
と
な
っ
た
の
は
、
中
部
横
断
自

動
車
道（
総
延
長
約
１
３
２
㎞
）建
設
の
進し
ん
ち
ょ
く捗だ
。
令

和
３
年
８
月
29
日
、
南
ア
ル
プ
ス
沿
い
の
長
野
県
・

山
梨
県
・
静
岡
県
が
つ
な
が
る
中
部
横
断
自
動
車
道

（
小
諸
市
〜
南
ア
ル
プ
ス
市
な
ど
山
梨
県
経
由
〜
静

岡
県
静
岡
市
）
の
う
ち
、
山
梨
県
〜
静
岡
県
ル
ー
ト

が
、
構
想
策
定
か
ら
35
年
目
に
、
つ
い
に
全
通
し
た

の
だ
。
既
に
部
分
開
通
し
て
い
た
長
野
県
〜
山
梨
県

ル
ー
ト
に
加
え
、
今
回
新
た
に
開
通
し
た
山
梨
県
〜

静
岡
県
ル
ー
ト
の
全
通
は
、
沿
線
の
人
々
に
と
っ
て

長
年
の
夢
だ
っ
た
。

　

ま
た
、
南
ア
ル
プ
ス
市
側
か
ら
見
る
と
、
中
部
横

断
自
動
車
道
の
山
梨
県
〜
静
岡
県
ル
ー
ト
の
全
通

は
、
山
あ
い
の
ま
ち
・
南
ア
ル
プ
ス
市
が
南
ア
ル
プ

ス
Ｉ
Ｃ
か
ら
新
清
水
Ｉ
Ｃ
経
由
で
、
静
岡
県
唯
一
の

国
際
拠
点
港
湾
で
あ
る
清
水
港
、
つ
ま
り
海
側
と
直

結
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
も
意
味
す
る
。

　

も
と
も
と
優
れ
た
交
通
拠
点
性
を
持
っ
て
い
た
南

ア
ル
プ
ス
市
だ
が
、
こ
れ
を
契
機
に
物
流
拠
点
と
し

て
の
優
位
性
は
さ
ら
に
高
ま
っ
た
。
同
時
に
そ
の
要

で
あ
る
南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
の
重
要
度
は
、
よ
り
一
層

幅
広
く
、
多
様
性
を
増
し
た
こ
と
に
な
る
。

　
「
本
市
は
今
年
の
７
月
４
日
に
、《
南
ア
ル
プ
ス
Ｉ

Ｃ
新
産
業
拠
点
整
備
事
業
》（
以
下
、
新
産
業
拠
点
整 地域の高齢者を中心に維持されている棚田（中野地区）は南アルプス市の典型的な里山風景

入山者の安全登山、山岳観光の活性化を祈念し行われた南アルプ
ス・開山祭（於・広河原山荘、今年6月25日）
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（山梨県）

備
事
業
）
に
関
し
て
、
コ
ス
ト
コ

ホ
ー
ル
セ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会

社
お
よ
び
株
式
会
社
ヒ
カ
レ
ヤ
マ

ナ
シ
と
協
定
締
結
式
を
執
り
行
い

ま
し
た
。
こ
の
協
定
は
、
南
ア
ル

プ
ス
Ｉ
Ｃ
に
隣
接
す
る
広
大
な
敷

地
（
約
12‌

ha
）
に
、『
人
々
が
集
い
、

地
域
と
繋
が
る
集
客
交
流
拠
点
』を

コ
ン
セ
プ
ト
と
す
る
、
新
た
な
産

業
交
流
施
設
を
形
成
す
る
た
め
の

事
業
計
画
の
推
進
を
目
的
に
し
て

い
ま
す
。

　

同
事
業
地
に
進
出
し
て
く
だ
さ

る
企
業
に
つ
い
て
、
本
市
で
は
昨

年
10
月
か
ら
公
募
方
式
に
よ
る
誘
致
を
進
め
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
幸
い
に
も
山
梨
県
で
初
め
て
の
出

店
と
な
る
、
コ
ス
ト
コ
の
誘
致
に
成
功
い
た
し
ま

し
た
。

　

南
ア
ル
プ
ス
市
と
し
て
は
、
こ
れ
を
契
機
に
、
地

域
の
魅
力
や
良
好
な
交
通
環
境
を
最
大
限
に
生
か
し

た
、
南
ア
ル
プ
ス
市
な
ら
で
は
の
集
客（
観
光
）交
流

拠
点
を
創
出
し
、
活
力
あ
る
新
た
な
ま
ち
の
創
造
へ

の
第
一
歩
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
」（
金
丸

市
長
）

　

集
客
交
流
拠
点
の
一
角
を
担
う
株
式
会
社
ヒ
カ
レ

ヤ
マ
ナ
シ
は
、
新
産
業
拠
点
整
備
事
業
の
事
業
用
地

開
発
・
運
営
の
た
め
、
今
年
５
月
23
日
、
い
ず
れ
も

地
域
活
性
化
へ
の
貢
献
に
積
極
的
な
県
内
企
業
11
社

が
参
画
し
、
新
た
に
設
立
さ
れ
た
特
別
目
的
会
社

（
Ｓ
Ｐ
Ｃ
）だ
。「
山
と
暮
ら
す
街
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し

た
地
域
交
流
エ
リ
ア
を
開
発
・
運
営
す
る
会
社
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
す
る
ヒ
カ
レ
ヤ
マ
ナ
シ
を
中
心
に
、

新
産
業
拠
点
整
備
に
お
い
て
、
今
後
予
定
さ
れ
て
い

る
具
体
的
な
事
業
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て

い
る
。

　
［
農
産
物
直
売
所
と
レ
ス
ト
ラ
ン
が
融
合
し
た
グ

ロ
ー
サ
ラ
ン
ト
（
※
注
＝
食
料
雑
貨
・
日
用
品
な
ど

の
グ
ロ
ッ
サ
リ
ー
と
、
レ
ス
ト
ラ
ン
を
合
わ
せ
た
造

語
）
や
、
南
ア
ル
プ
ス
の
体
験
と
観
光
の
ポ
ー
タ
ル

（
拠
点
）
と
な
る
ア
ウ
ト
ド
ア
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、

地
域
の
農
業
や
食
と
つ
な
が
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
シ
ェ

ア
オ
フ
ィ
ス
な
ど
、
地
域
の
魅
力
を
発
信
す
る
『
地

域
交
流
施
設
』（
の
建
設
）
を
予
定
し
て
い
ま
す
。（
以

上『
南
ア
ル
プ
ス
市
公
式
サ
イ
ト
』よ
り
）］

　

つ
ま
り
、
南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
の
隣
接
地
に
形
成
さ

れ
る
新
産
業
拠
点
に
お
い
て
は
、
中
部
横
断
自
動
車

道
の
工
事
の
進
捗
で
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
し
た
、
南
ア

ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
の
有
す
る
交
通
・
交
流
拠
点
性
の
基
盤

の
上
に
、
南
ア
ル
プ
ス
市
地
域
の
魅
力
的
な《
農
》と

《
食
》、
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
環
境
を
背
景
と
す

る
各
種
の
マ
ウ
ン
テ
ン
ス
ポ
ー
ツ
機
能
や
地
域
交
流

機
能
、
起
業
を
目
指
す
人
々
の
育
成
機
能
な
ど
が
、

複
合
的
に
組
み
合
わ
さ
れ
る
。

　

そ
こ
に
コ
ス
ト
コ
と
い
う
、
集
客
機
能
に
非
常
に

優
れ
た
巨
大
な
け
ん
引
施
設
が
加
わ
る
こ
と
に
よ

り
、
前
述
の
多
彩
な
目
的
が
集
約
さ
れ
る
と
と
も

に
、
全
体
に
底
上
げ
さ
れ
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
の

《
集
客
交
流
拠
点
ゾ
ー
ン
》の
形
成
が
目
指
さ
れ
る
。

　
「
新
産
業
拠
点
整
備
事
業
の
運
営
主
体
は
ヒ
カ
レ

ヤ
マ
ナ
シ
で
す
が
、
さ
ら
に
そ
の
運
営
を
、
Ｉ
ｏ
Ｔ

新たなスポーツアクティビティの実証実験を兼ねて10月16日に開催された
《サイクルアドベンチャー・フェスin南アルプス》

南アルプスユネスコエコパークの入り口として機能する「エコパーク管理事務
所」（芦安地区）

研修施設やキャンプサイトが森や湖の間に点在する「エコパ伊奈ヶ湖」は南アル
プスエコパークを身近に楽しめる場として人気
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な
ど
の
最
先
端
技
術
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

活
用
し
て
支
援
を
行
う
企
業
の
代

表
と
し
て
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
株
式

会
社
も
サ
ポ
ー
ト
メ
ン
バ
ー
に
加

わ
っ
て
く
だ
さ
る
こ
と
が
決
定
し

て
い
ま
す
。
本
格
的
な
事
業
の
推

進
は
ま
だ
こ
れ
か
ら
で
す
が
、
非

常
に
心
強
く
思
っ
て
お
り
ま
す
」

（
金
丸
市
長
）

　

ま
た
、
コ
ー
セ
ー
の
進
出
と
同

様
、
新
産
業
拠
点
整
備
事
業
が
、

南
ア
ル
プ
ス
市
の
産
業
振
興
だ
け

で
な
く
、
山
梨
県
全
体
の
産
業
振

興
に
も
結
び
付
く
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
案
件
で
あ
る
こ
と
は
、
前
述
の
協
定
締
結
式
に

際
し
て
、
南
ア
ル
プ
ス
市
議
会
の
飯
野
久
議
長
と
共

に
、
長
崎
幸
太
郎
山
梨
県
知
事
が
立
ち
会
い
人
と
し

て
出
席
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
も
、
よ
く
分
か
る

だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
取
材（
令
和
４
年
８
月
24
日
）か
ら
１
カ
月

半
後
の
10
月
４
日
、
東
京
ガ
ス
山
梨
株
式
会
社
が
南

ア
ル
プ
ス
市
に
立
地
す
る
半
導
体
の
製
造
工
場
向
け

に
、
都
市
ガ
ス
を
供
給
す
る
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
完
成

さ
せ
た
と
の
ニ
ュ
ー
ス
が
入
っ
て
き
た
。

　

南
ア
ル
プ
ス
市
へ
の
都
市
ガ
ス
の
供
給
は
、
東
京

ガ
ス
山
梨
に
と
っ
て
初
め
て
の
事
業
だ
が
、
今
後
は

南
ア
ル
プ
ス
市
内
の
他
の
企
業
向
け
に
も
、
随
時
、

都
市
ガ
ス
を
供
給
し
て
い
く
予
定
と
ニ
ュ
ー
ス
リ

リ
ー
ス
さ
れ
て
い
る
。

　

都
市
ガ
ス
は
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
に
比
べ
、
燃
焼
時
の

二
酸
化
炭
素
排
出
量
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
脱
炭
素

社
会
を
目
指
す
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
に
も
か
な
っ
て
い

る
。
加
え
て
、
東
京
ガ
ス
山
梨
が
今
回
、
南
ア
ル
プ

ス
市
へ
の
都
市
ガ
ス
供
給
に
踏
み
切
っ
た
背
景
に

は
、
南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
周
辺
エ
リ
ア
を
中
心
に
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組
み
に
積
極
的
な
企
業
に
よ
る
南

ア
ル
プ
ス
市
へ
の
進
出
が
、
今
後
さ
ら
に
活
発
化
す

る
と
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
予
測
が
あ
る
か
ら
と
も
さ

れ
る
。

　

南
ア
ル
プ
ス
市
で
は
こ
う
し
た
企
業
進
出
の
さ
ら

な
る
増
加
に
備
え
る
た
め
、
新
産
業
拠
点
整
備
事
業

の
み
な
ら
ず
、
既
存
の
工
業
団
地
に
つ
い
て
も
適

宜
、
拡
張
工
事
を
行
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
下
今
諏

訪
工
業
団
地
と
御
勅
使
南
工
業
団
地
は
、
来
年
３
月

末
に
は
新
た
な
造
成
が
完
了
す
る
予
定
だ
。

　

新
産
業
拠
点
整
備
事
業
に
つ
い
て
も
、
コ
ー

セ
ー
・
南
ア
ル
プ
ス
工
場
が
稼
働
す
る
予
定
の
令
和

６
年
度
中
に
は
、
や
は
り
コ
ス
ト
コ
が
進
出
す
る

予
定
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
事
業
が
進
捗
す
る
に
つ

れ
、
新
産
業
拠
点
の
全
体
像
が
明
確
に
見
え
て
く
る

だ
ろ
う
。

全
て
に
目
配
り
の
利
い
た
活
性
化
施
策
で

挑
む
人
口
減
少
の
抑
制

　

こ
う
し
た
産
業
基
盤
の
再
編
と
も
言
う
べ
き
、
大

型
の
事
業
計
画
が
次
々
と
進
行
し
て
い
く
中
、
南
ア

ル
プ
ス
市
で
は
人
口
減
少
の
抑
制
を
は
じ
め
、
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
も
着
々
と
進
行

中
だ
。

　
「
新
産
業
拠
点
整
備
事
業
や
企
業
誘
致
の
推
進
事

業
以
外
で
、
私
が
現
在
、
特
に
重
点
的
に
力
を
傾
注

し
て
い
る
施
策
・
事
業
の
第
一
は
、
ふ
る
さ
と
納
税

の
推
進
お
よ
び
移
住
・
定
住
の
推
進
で
す
。
サ
ク
ラ

ン
ボ
・
モ
モ
・
ス
モ
モ
・
ブ
ド
ウ
を
は
じ
め
と
す
る

本
市
の
特
産
品
や
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
を

幅
広
く
周
知
す
る
た
め
に
も
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
通

じ
て
応
援
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
効
果
的
で
す
。
そ

の
専
門
部
署
と
し
て
、
昨
年
春
に
は
『
ふ
る
さ
と
振

興
室
』を
設
置
い
た
し
ま
し
た
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
令
和
３
年
度
の
最
終
的
な
ふ
る
さ

と
納
税
額
は
16
億
３
０
０
０
万
円
を
超
え
、
令
和
２

（
２
０
２
０
）年
度
の
３
割
増
し
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
年
度
は
ふ
る
さ
と
納
税
に
加
え
、
移
住
・

定
住
を
促
進
す
る
べ
く
、
ふ
る
さ
と
振
興
室
を
ふ
る

短期滞在、日帰り利用、農地付き賃貸住宅としても使える「南アルプスクライ
ンガルテン」は、移住・定住の有力なお試しの場

南アルプス市（芦安地区）は天然記念物・甲斐犬の発祥の地
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さ
と
振
興
課
へ
と
改
編
し
、
移
住
・
定
住
の
専
門
担

当
者
も
置
く
よ
う
に
い
た
し
ま
し
た
」（
金
丸
市
長
）

　

移
住
・
定
住
に
関
し
て
は
、
若
者
世
帯
定
住
支
援

奨
励
金
事
業
が
特
に
好
評
で
、
令
和
３
年
度
は
過
去

最
高
の
１
６
１
件
も
の
応
募
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　

南
ア
ル
プ
ス
市
の
発
足
時
に
７
万
人
強
だ
っ
た
人

口
は
、
合
併
後
に
少
し
ず
つ
増
え
た
も
の
の
、
平
成

25
（
２
０
１
３
）
年
１
月
１
日
の
７
万
３
４
８
９
人

（
住
民
基
本
台
帳
）を
ピ
ー
ク
に
、
緩
や
か
な
減
少
傾

向
を
見
せ
始
め
、
今
年
10
月
１
日
現
在
で
は
７
万‌

１
５
９
７
人（
同
）と
な
っ
て
い
る
。

　

総
量
で
は
緩
や
か
な
人
口
減
少
が
続
い
て
い
る
こ

と
に
な
る
。
し
か
し
、
南
ア
ル
プ
ス
市
で
は
近
年
、

人
口
の
自
然
増
こ
そ
伸
び
悩
ん
で
い
る
半
面
、
転
入

に
よ
る
働
き
盛
り
世
代
・
子
育
て
世
代
の
社
会
増
は

伸
び
続
け
て
お
り
、
こ
の
現
象
は
明
ら
か
に
、
移
住
・

定
住
人
口
の
伸
び
に
後
押
し
さ
れ
て
い
る
。

　

発
足
し
た
ば
か
り
の
ふ
る
さ
と
振
興
室
を
、
ふ
る

さ
と
振
興
課
に
格
上
げ
し
た
本
年
度
以
降
の
、
人
口

の
推
移
が
、
さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ
。

　

そ
し
て
新
産
業
拠
点
整
備
事
業
、
企
業
誘
致
、
移

住
・
定
住
人
口
の
増
加
推
進
と
共
に
、
金
丸
市
長
が

現
在
最
も
力
を
傾
注
し
て
い
る
事
業
の
一
つ
は
「
市

民
参
加
に
よ
る
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
」
な
ら
び

に「
子
育
て
支
援
の
さ
ら
な
る
充
実
」だ
。

　
「
人
口
減
少
の
抑
制
お
よ
び
そ
の
た
め
の
移
住
・

定
住
の
促
進
、
子
育
て
世
代
・
働
き
盛
り
世
代
の
誘

致
に
向
け
た
南
ア
ル
プ
ス
市
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
事
業
は
、
令
和
３
年
に
《
南
ア
ル
プ
ス
市
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
》
を
策
定
し
た
こ
と
か

ら
本
格
化
し
ま
し
た
。
特
に
現
在
は
、
市
民
参
加
に

よ
る
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
公
募
に
よ
る
市
民

参
加
型
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、

Instagram

な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
市

民
の
情
報
発
信
を
支
援
す
る
事
業
な

ど
を
、
積
極
的
に
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
子
育
て
支
援
の
拡
充

に
つ
い
て
は
、
市
長
就
任
時
の
公
約

で
も
あ
る
保
育
料
無
償
化
を
昨
年
度

に
実
現
し
た
ほ
か
、
民
間
保
育
所
へ

の
支
援
、
一
時
預
か
り
事
業
の
利
用

者
負
担
金
無
償
化
な
ど
も
実
現
。
さ

ら
に
『
子
ど
も
家
庭
相
談
課
』
を
新
設

し
、
虐
待
や
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
問
題

な
ど
、
子
ど
も
を
巡
る
多
様
な
問
題
・

課
題
へ
の
対
応
窓
口
を
一
本
化
し
ま
し
た
」（
金
丸

市
長
）

　

こ
の
よ
う
に
南
ア
ル
プ
ス
市
は
、
産
業
振
興
、
企

業
誘
致
、
市
民
参
加
に
よ
る
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
、
移
住
・
定
住
の
促
進
、
子
育
て
支
援
な
ど
、
全

て
に
目
配
り
の
利
い
た
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
振
興
を

同
時
進
行
し
て
い
る
。

　

令
和
２
年
３
月
発
行
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
改
訂
版
で

は
、
令
和
７（
２
０
２
５
）年
の
人
口
目
標
を
７
万
人

台
維
持
に
置
い
て
い
る
が
、
前
年（
令
和
６
年
）に
は

前
述
の
通
り
、
コ
ー
セ
ー
・
南
ア
ル
プ
ス
工
場
と
新

産
業
拠
点
へ
の
コ
ス
ト
コ
出
店
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。
人
口
７
万
人
台
の
維
持
は
、
そ
の
活
性
化
の
効

果
を
考
慮
す
れ
ば
、
決
し
て
不
可
能
な
目
標
で
は
な

い
だ
ろ
う
。

（
取
材
・
文
＝
遠
藤
隆
／
取
材
日
＝
令
和
４
年
８
月
24
日
）

数あるふるさと納税返礼品の中でもトップクラスの支持を集める
シャインマスカット

モモと並ぶ桃源郷・南アルプス市のシンボル的存在のスモモ（貴陽）

パイプオルガンがシンボルのクラシックコンサートホールとして知られる
「南アルプス市桃源文化会館」
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